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検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た

場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定

に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
検
討

を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し

た
。（
附
則
第
三
条
関
係
）

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

２

複
数
事
業
労
働
者
に
対
す
る
新
た
な
保
険
給
付
の

創
設業

務
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
及
び
通
勤
災
害
に

関
す
る
保
険
給
付
と
並
び
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
負
傷
、
疾
病
、

障
害
又
は
死
亡
に
関
す
る
保
険
給
付
を
創
設
す
る
も

の
と
し
た
。（
第
七
条
第
一
項
第
二
号
関
係
）

３

給
付
基
礎
日
額
の
算
定
方
法
の
特
例

複
数
事
業
労
働
者
の
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業

労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事

由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
通
勤
に
よ
る
負
傷
、
疾

病
、
障
害
又
は
死
亡
に
よ
り
保
険
給
付
を
行
う
場
合

は
、
当
該
複
数
事
業
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
ご
と

に
算
定
し
た
給
付
基
礎
日
額
に
相
当
す
る
額
を
合
算

し
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
政
府
が
算
定
す
る
額
を
給
付
基
礎

日
額
と
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
八
条
第
三
項
関
係
）

４

会
計
法
の
特
例

年
度
の
平
均
給
与
額
等
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
率
、
同
法
第
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
等
を
変
更

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
に
伴
い
そ
の
額
が

再
び
算
定
さ
れ
た
保
険
給
付
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

保
険
給
付
に
係
る
未
支
給
の
保
険
給
付
の
支
給
を
受

け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
会
計
法
第
三
一
条
第
一
項

の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
四
二
条
第

二
項
関
係
）

三

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
関
係

１

国
の
施
策

国
が
総
合
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
追
加
す
る
も
の
と

し
た
。労

働
者
の
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
雇
用
管

理
若
し
く
は
採
用
の
状
況
そ
の
他
の
職
場
に
関
す

る
事
項
又
は
職
業
に
関
す
る
事
項
の
情
報
の
提
供

の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
。（
第
四

条
第
一
項
第
六
号
関
係
）

３

高
年
齢
被
保
険
者
の
特
例

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
に
申
し
出
た
場
合
に
は
、
当
該
申

出
を
行
っ
た
日
か
ら
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
三
七
条
の
五
第
一

項
関
係
）

二
以
上
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ

る
六
五
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
お
け
る
一
週
間

の
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
未
満
で
あ
る
こ

と
。二

の
事
業
主
の
適
用
事
業
（
申
出
を
行
う
労

働
者
の
一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
お
け
る
一

週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
時
間
数
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
お

け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
合
計
が
二
〇

時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

事
業
主
は
、
労
働
者
が

の
申
出
を
し
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他

不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
七
三
条
関
係
）

４

被
保
険
者
期
間
の
計
算
方
法
の
改
正

被
保
険
者
期
間
が
一
二
箇
月
（
特
定
理
由
離
職
者

及
び
特
定
受
給
資
格
者
に
あ
っ
て
は
六
箇
月
）
に
満

た
な
い
場
合
は
、
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
っ
た
日

数
が
一
一
日
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
賃
金
の
支
払
の

基
礎
と
な
っ
た
時
間
数
が
八
〇
時
間
以
上
で
あ
る
も

の
を
一
箇
月
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一

四
条
第
三
項
関
係
）

５

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
改
正

高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
及
び
高
年
齢
再
就

職
給
付
金
の
額
は
、
各
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た

賃
金
の
額
に
一
〇
〇
分
の
一
〇（
当
該
賃
金
の
額
が
、

み
な
し
賃
金
日
額
に
三
〇
を
乗
じ
て
得
た
額
の
一
〇

〇
分
の
六
四
に
相
当
す
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

み
な
し
賃
金
日
額
に
三
〇
を
乗
じ
て
得
た
額
に
対
す

る
当
該
賃
金
の
額
の
割
合
が
逓
増
す
る
程
度
に
応

じ
、
一
〇
〇
分
の
一
〇
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す

る
よ
う
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
）
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
六
一
条
第
五
項
関

係
）

６

雇
用
安
定
事
業
の
改
正

五
の
１
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
の
実
施
等
に

よ
り
高
年
齢
者
の
雇
用
を
延
長
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、必
要
な
助
成
及
び
援
助
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

雇
用
安
定
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
た
。（
第
六
二
条
第
一
項
関
係
）

７

会
計
法
の
特
例

年
度
の
平
均
給
与
額
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
動
変
更
対
象
額
、
控
除
額

又
は
支
給
限
度
額
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
変
更
に
伴
い
そ
の
額
が
再
び
算
定
さ
れ
た
失
業
等

給
付
及
び
育
児
休
業
給
付
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

に
係
る
未
支
給
の
失
業
等
給
付
及
び
育
児
休
業
給
付

の
支
給
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
会
計
法
第
三

一
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
た
。

（
第
七
四
条
第
二
項
関
係
）

８

報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
の
対
象
の
追
加

報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
の
対
象
に
、
被
保
険
者

等
を
雇
用
し
、
又
は
雇
用
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る

事
業
主
を
追
加
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
七
六
条
第
一

項
及
び
第
七
九
条
第
一
項
関
係
）

９

国
庫
負
担
の
改
正

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度
の
各
年
度
に
お

け
る
失
業
等
給
付
、
育
児
休
業
給
付
等
の
支
給
に

要
す
る
費
用
に
係
る
国
庫
の
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
国
庫
が
負
担
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
額

の
一
〇
〇
分
の
一
〇
に
相
当
す
る
額
と
す
る
も
の

と
し
た
。（
附
則
第
一
四
条
第
一
項
関
係
）

雇
用
保
険
の
国
庫
負
担
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
検
討
を
行
い
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
降
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
、
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
た

上
で
雇
用
保
険
法
附
則
第
一
三
条
に
規
定
す
る
国

庫
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
を
廃
止
す
る
も
の
と

し
た
。（
附
則
第
一
五
条
関
係
）

二

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
改
正
関
係

１

目
的
の
改
正

事
業
主
が
同
一
人
で
な
い
二
以
上
の
事
業
に
使
用

さ
れ
る
労
働
者
（
以
下
「
複
数
事
業
労
働
者
」
と
い

う
。）の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由

に
よ
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
対
し
て
迅

速
か
つ
公
正
な
保
護
を
す
る
た
め
、
必
要
な
保
険
給

付
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以

上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
負
傷

し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
労
働
者
の
社
会
復
帰
の

促
進
、
当
該
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
の
援
護
、
労
働

者
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
等
を
図
り
、
も
っ
て
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
労
働
者
災

害
補
償
保
険
の
目
的
と
し
て
追
加
す
る
も
の
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

◇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
一

四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
関
係

１

目
的
の
改
正

労
働
者
が
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
た
場

合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の

生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
雇
用
保
険
の

目
的
と
し
て
追
加
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
条
関

係
）

２

育
児
休
業
給
付
の
新
し
い
給
付
の
体
系
へ
の
位
置

付
け

育
児
休
業
給
付
金
に
つ
い
て
、
失
業
等
給
付
の

雇
用
継
続
給
付
か
ら
削
除
す
る
と
と
も
に
、
失
業

等
給
付
と
は
別
の
章
と
し
て
育
児
休
業
給
付
の
章

を
新
設
す
る
も
の
と
し
た
。（
目
次
及
び
第
一
〇
条

第
六
項
関
係
）

改
正
前
の
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
規
定
を
削

除
す
る
と
と
も
に
、

で
新
設
す
る
章
に
同
内
容

を
規
定
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
六
一
条
の
六
〜
第

六
一
条
の
八
関
係
）

失
業
等
給
付
で
措
置
さ
れ
て
い
る
未
支
給
の
失

業
等
給
付
、
返
還
命
令
等
、
受
給
権
の
保
護
及
び

公
課
の
禁
止
の
規
定
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付

に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
六
一
条
の

六
第
二
項
関
係
）

国
庫
は
、
育
児
休
業
給
付
に
つ
い
て
、
当
該
育

児
休
業
給
付
に
要
す
る
費
用
の
八
分
の
一
を
負
担

す
る
も
の
と
し
た
。（
第
六
六
条
第
一
項
関
係
）

一
般
保
険
料
徴
収
額
に
育
児
休
業
給
付
率（
一
、

〇
〇
〇
分
の
四
の
率
を
雇
用
保
険
率
で
除
し
て
得

た
率
を
い
う
。
四
の
２
に
お
い
て
同
じ
。）を
乗
じ

て
得
た
額
は
、
育
児
休
業
給
付
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
も
の
と
し
た
。（
第
六
八
条
第
二
項
関
係
）
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